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平
成
十
八
年
度
二
七
四
名
の
卒
業
生

の
諸
君
、
見
事
に
県
立
岐
阜
農
林
高
等

学
校
を
卒
業
さ
れ
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

わ
が
母
校
岐
阜
農
林
高
校
は
一
〇
六

年
の
歴
史
の
も
と
、
一
貫
し
た
農
業
教

育
で
二
万
一
千
名
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
伝
統
あ
る
同
窓

会
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
大
き
な

感
動
で
お
迎
え
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
岐
阜
農
林
高
校
が
創
立
さ
れ

た
明
治
の
学
者
福
沢
諭
吉
は｢

学
問
の

す
す
め｣
の
中
で(

八
編

明
治
七
年

四
月)

｢

五
つ
の
自
由｣

に
つ
い
て
書

い
て
い
ま
す
。

そ
の｢

五
つ
の
自
由｣
と
は
、

第
一
…
人
間
に
は
身
体
が
あ
る
。
種
を

播
い
て
米
を
作
り
、
綿
を
と
っ
て
衣

類
を
作
る
自
由
が
あ
る
。

第
二
…
人
間
に
は
知
恵
が
あ
る
。
米
作

の
た
め
の
肥
料
の
や
り
方
、
木
綿
生

産
の
た
め
の
機
織
技
術
の
工
夫
な
ど

物
事
の
筋
道
を
見
き
わ
め
、
生
産
の

方
法
を
考
え
出
す
自
由
。

第
三
…
人
間
に
は
情
欲
が
あ
る
。
人
は

み
な
、
よ
い
衣
服
、
う
ま
い
料
理
は

ほ
し
い
。
こ
れ
を
得
る
た
め
に
は
、

働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勤
労
が
あ
っ
て

こ
そ
人
間
の
安
楽
・
幸
福
が
生
ま
れ

る
の
で
あ
る
。

第
四
…
人
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
生
ま
れ

な
が
ら
の
心
の
誠
実
さ
が
あ
る
も
の

だ
。
こ
の
誠
実
さ
が
情
欲
を
抑
え
、

方
向
を
正
し
く
示
し
、
情
欲
の
限
度

の
中
で
自
由
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。

第
五
…
人
間
は
だ
れ
で
も
意
志
を
持
っ

て
い
る
。
善
も
悪
も
、
事
を
行
う
と

き
の
人
間
の
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
五
つ
は
、
人
間
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
自
由
の
性
質
で
あ
り
、
こ
の
五

つ
の
性
質
を
自
在
に
使
っ
て
、
は
じ
め

て
世
の
中
を
独
立
し
た
人
生
を
歩
ん
で

い
く
も
の
で
す
。
最
近
の
世
情
の
な
か

で
自
由
を
履
き
違
え
て
い
る
こ
と
が
ま

ま
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
。
諸
君
も
本
日
、

見
事
に
岐
阜
農
林
高
校
を
卒
業
さ
れ
、

世
の
中
に
漕
ぎ
出
す
中
で
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
、
こ
の｢

五
つ
の
自
由｣
の

性
質
を
フ
ル
に
活
用
さ
れ
、
立
派
な
社

会
人
と
し
て
漕
ぎ
出
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

http://www.gino-douso.org/
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ご
卒
業
お
め
で
と
う

同
窓
会
に
お
迎
え
し
て

岐
阜
県
立
岐
阜
農
林
高
等
学
校

同
窓
会
会
長

村

橋

元



平
成
十
八
年
度

同
窓
会
総
会
の
報
告

創
立
記
念

日
に
近
い
十

月
の
第
一
土

曜
日
の
10
月

７
日
に
総
会

が
開
か
れ
た
。

昨
年
度
ま
で

は
、
岐
阜
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
か
ら
、

グ
ラ
ン
ベ
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
へ
場
所
を
移

し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

ま
ず
は
、
物
故
者
黙
祷
に
は
じ
ま
り
、

同
窓
会
長
挨
拶
、
校
長
挨
拶
と
続
き
、

平
成
十
七
年
事
業
報
告
、
会
計
決
算
報

告
、
監
査
報
告
、
平
成
十
八
年
会
計
予

算
案
に
つ
い
て
報
告
と
審
議
が
行
わ
れ

た
。そ

の
後
、
昭
和
六
十
二
年
農
芸
化
学

科
を
卒
業
し
た
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
松
井
大

典
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
松
井
氏
は

本
校
、
中
央
大
学
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
選

手
と
し
て

活
躍
し
、

大
手
保
険

会
社
で
働

い
た
後
、

モ
デ
ル
の

世
界
に
進

出
。
一
九

九
七
年
の

秋
冬
ミ
ラ

ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
モ
デ
ル
と
し
て
抜

擢
さ
れ
、
以
降
世
界
の
ト
ッ
プ
モ
デ
ル

と
し
て
活
躍
し
続
け
て
い
る
。
雑
誌
、

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
舞
台
に
も
活

躍
し
て
い
る
。

こ
の
日
の

講
演
は
、
現

役
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
員
も
合

わ
せ
、
本
校

の
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
で
の
思

い
出
話
や
、

そ
れ
以
降
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
に

耳
を
傾
け
聞
き
入
っ
て
い
た
。

創
立
記
念
講
演

岐
農
生
に
期
待
す
る

東
海
女
子
短
期
大
学

学
長
杉
山

道
雄
先
生

(

昭
29
農
卒)

10
月
２
日
岐

阜
農
林
高
校
創

立
記
念
講
演
に

本
校
卒
業
の
東

海
女
子
短
期
大

学
学
長
の
杉
山

道
雄
先
生
を
お

迎
え
し
て
、｢

岐
農
生
に
期
待
す
る｣

と
言
う
演
題
で
講
演
頂
き
ま
し
た
。

杉
山
先
生
は
昭
和
29
年
農
業
科
卒
業
、

岐
阜
大
学
農
学
部
に
進
学
、
同
大
名
誉

教
授
と
な
り
、
岐
阜
市
立
女
子
短
期
大

学
長
を
経
て
、
現
在
東
海
女
子
短
期
大

学
長
に
勤
め
て
み
え
ま
す
。

杉
山
先
生
は
、
岐
阜
農
林
高
校
で
学

ん
だ
事
を
語
ら
れ
、
今
私
達
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
食
料
自
給
率
の
向
上
、

石
油
の
代
用
品
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

作
り
出
す
な
ど
農
業
の
大
切
さ
や
、
実

習
を
通
し
て
自
活
す
る
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
の
出
来
る
こ
の
学
校
の
環
境
を

生
か
し
て
、｢

オ
ン
リ
ー
ワ
ン｣

誰
に

も
な
い
自
分
だ
け
の
も
の
、
個
性
あ
る

も
の
を
身
に
つ
け
よ
う
。

そ
し
て
じ
っ
く
り
目
標
を
定
め
て

不
撓
不
屈
の
精
神
で
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・

ゆ
っ
く
り
い
こ
う
と
呼
び
掛
け
ら
れ
ま

し
た
。

昭
和
三
十
六
年

農
業
科
Ｂ
組
同
窓
会

地
域
の
人
々
か
ら
大
変
親
し
ま
れ
て

い
る｢

岐
農
祭｣

を
満
喫
す
る
予
定
で
、

集
合
場
所
と
し
て
母
校
の
好
意
に
よ
り

｢

百
年
記
念
館｣

の
ロ
ビ
ー
と
し
ま
し

た
が
、
中
に
は
集
合
時
間
よ
り
随
分
早

く
母
校
を
訪
れ｢

岐
農
祭｣

の
会
場
を

一
巡
し
、
出
席
者
が
揃
い
和
気
靄
々
の

散
策
中
に
は
事
細
か
に
会
場
案
内
を
す

る
友
も
現
れ
た
。
農
作
物
・
農
産
加
工

品
の
販
売
や
各
科
の
研
究
テ
ー
マ
の
発

表
な
ど
ど
こ
も
人
の
山
々
、
特
に
ク
リ
ー

ム
の
販
売
は
長
い
行
列
と
な
り
、
時
間

の
都
合
か
途
中
で
諦
め
る
者
も
い
た
程
。

会
場
に
訪
れ
た
人
々
と
在
校
生
や
卒
業

直
後
の
若
い
人
達
が
一
体
と
な
っ
て
、

岐
農
祭
を
楽
し
む
姿
が
随
所
で
見
ら
れ
、

農
業
高
校
の
良
さ
を
改
め
て
肌
で
感
じ
、

母
校
の
素
晴
ら
し
い
一
面
を
見
て
嬉
し

く
感
じ
た
も
の
で
す
。

私
共
在
学
中
の
岐
農
祭
で
は
、
ク
ラ

ス
の
製
作
品
と
し
て
当
時
、
国
際
問
題

と
な
っ
た
米
国
の
偵
察
機
Ｕ
２
の
模
型

を
展
示
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
た
。

在
学
時
に
比
べ
て
、
今
は
女
子
生
徒
が

多
く
な
り
一
層
の
華
や
か
さ
を
感
じ
な

が
ら
、
母
校
の
更
な
る
活
躍
を
祈
り
つ

つ
会
場
へ
。
会
場
で
は
加
齢
と
と
も
に

健
康
を
い
か
に
維
持
す
る
か
が
大
き
な

話
題
と
な
っ
た
。

岐
農
祭
で
多
忙
の
中
、
お
世
話
を
頂

い
た
瀬
尾
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

(

幹
事

堀
部
高
弘
記)

さ
よ
う
な
ら
、

モ
ー
ガ
ン
さ
ん

平
成
18
年
４
月
８
日
か
ら
約
１
年
間

に
渡
っ
て
本
校
に
留
学
を
し
て
い
た
モ
ー

ガ
ン
・
カ
ル
ド
さ
ん
が
留
学
期
間
を
終

え
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
ペ
リ
エ
へ
帰

国
す
る
に
あ
た
り
、
２
月
２
日
に
お
別

れ
会
が
開
か
れ
た
。

生
徒
会
が
主
催
し
、｢

好
き
な
食
べ

物
は
？｣

な
ど
、
終
始
和
や
か
に
進
め

ら
れ
、
最
後
の
お
別
れ
の
言
葉
は
フ
ラ

ン
ス
語
と
日
本
語
で
お
別
れ
を
し
た
。
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岐
阜
農
林

大
戦
中
の

学
生
生
活

(

軍
事
教
育)

昭
和
二
〇
年(

一
九
四
五)
卒
業
と

言
え
ば
七
〇
才
以
上
の
者
な
ら
あ
の
悲

惨
な
原
爆
の
年
、
�
日
本
国
敗
戦
の
年

で
あ
る
�
充
分
な
勉
強
が
出
来
な
か
っ

た
時
代
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
。

昭
和
一
七
年
四
月
に
入
学
、
二
〇
年

三
月
卒
業
、
我
々
の
岐
阜
農
林
は
太
平

洋
戦
争
と
共
に
あ
っ
た
。

�
一
億
玉
砕
��
最
後
の
一
兵
ま
で
�

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
踊
ら
さ
れ
、
陸
海
軍

の
志
願
兵
と
し
て
幾
人
も
の
友
を
戦
場

に
送
り
出
し
た
。
こ
の
惨
め
な
戦
中
の

学
生
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

服
装
は
当
時
と
し
て
一
般
的
な
国
防

色(

カ
ー
キ
色)

の
制
服
制
帽
に
膝
下

は
ゲ
ー
ト
ル(

幅
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
長
さ
一
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度

の
厚
地
を
巻
く)

と
言
う
ス
タ
イ
ル
で

あ
る
。

ま
ず
印
象
に
残
る
の
は
入
学
早
々
か

ら
の
応
援
歌
の
練
習
で
あ
る
。
う
る
さ

型
の
上
級
生
が
新
入
生
を
昼
食
時
に
校

庭
に
集
め
て
応
援
歌
を
教
え
た
。
校
庭

の
整
列
は
先
着
順
、
着
順
が
遅
い
と
厳

し
い
罰
が
科
せ
ら
れ
る
。
声
を
張
り
上

げ
て
一
年
生
一
五
〇
名
が
一
生
懸
命
練

習
す
る
光
景
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
短
期
間

し
っ
か
り
と
覚
え
込
ま
さ
れ
た
。
ま
た

こ
の
機
会
に
上
級
生
が
ひ
ど
い
い
じ
め

を
繰
り
返
し
辛
い
思
い
を
さ
せ
ら
れ
た

級
友
も
沢
山
い
た
。

軍
事
教
育
は
週
二
時
間
程
度
あ
り
配

属
将
校(

尉
官
ク
ラ
ス
の
軍
人)

が
軍

事
教
練
を
受
け
持
っ
た
。
歩
兵
銃
の
操

作
は
勿
論
、
軍
人
の
規
律
、
精
神
を
叩

き
込
む
。
総
仕
上
げ
は
歩
兵
銃
や
短
剣

を
身
に
つ
け
た
三
年
生
全
員
が
校
庭
で

軍
隊
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
す
る
。
年
一

回
各
中
学
校
が
参
加
す
る
野
外
で
の
盛

大
な
軍
事
演
習
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
指

揮
を
執
る
先
輩
の
軍
刀
姿
は
、
あ
こ
が

れ
の
的
で
あ
っ
た
が
私
達
が
進
級
し
た

時
に
は
戦
況
悪
化
で
軍
事
演
習
を
す
る

時
間
も
な
く
な
っ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
今
の
部
活
動
に
相
当
す
る

も
の
に
剣
道
部
、
柔
道
部
、
銃
剣
道
部
、

陸
上
部
に
は
体
操
や
走
る
、
跳
ぶ
等
の

競
技
と
同
じ
よ
う
に
戦
技
班
と
言
っ
て

射
撃
、
匍
匐
前
進
、
投
擲(
手
榴
弾
を

的
に
投
げ
る)

城
壁
越
え(
体
操
の
跳

び
箱
を
高
く
大
き
く
し
た
様
な
壁
を
越

え
る)

突
撃
等
の
工
程
を
連
続
し
て
早

さ
を
競
う
戦
争
ご
っ
こ
の
様
な
競
技
が

あ
り
、
行
軍
競
争
と
言
っ
て
歩
兵
の
武

装
し
た
五
人
が
組
に
な
っ
て
の
二
〇
キ

ロ
程
度
の
マ
ラ
ソ
ン
を
す
る
競
技
も
あ
っ

た
。い

ず
れ
も
学
習
や
勤
労
奉
仕
の
合
間

の
短
時
間
の
部
活
で
先
輩
に
は
き
び
し

く
し
ご
か
れ
た
が
愛
校
精
神
も
こ
ん
な

シ
ゴ
キ
や
い
じ
め
の
中
で
培
わ
れ
た
様

で
懐
か
し
い
。

(

青
木

和
芳
記)

(

有)

岐
大
花
だ
ん

〜
直
接
販
売
の
展
開
〜

取
締
役
社
長

所

明

(

昭
和
五
九
年
畜
産
科
卒)

揖
斐
郡
大
野
町
に
お
い
て
、
花
だ
ん

の
苗
も
の
生
産
と
販
売
を
お
こ
な
う

(

有)

岐
大
花
だ
ん
を
経
営
す
る
の
は
、

所

明
氏(

四
十
才)

で
、
昭
和
五
十

九
年
の
第
十
四
回
の
畜
産
科
の
卒
業
生

で
す
。
現
在
の
経
営
規
模
は
連
棟
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
六
百
坪
、
単
棟
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
二
百
坪
、
ア
ク
リ
ル
ハ
ウ
ス
七
百

坪
、
露
地
四

百
坪
の
合
計

二
千
坪
で
花

だ
ん
苗
を
生

産
し
、
年
商

一
億
三
千
万

の
売
り
上
げ

が
あ
り
ま
す
。

販
売
先
は
大

手
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
へ
の
直
売
が
七
十
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
、
残
り
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

三
年
ほ
ど
前
か
ら
始
め
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
個
人
消
費
者
へ
の
直
売

で
占
め
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
通
売
は
楽

天
へ
の
出
店
で
、
単
品
苗
と
寄
せ
植
え

ア
レ
ン
ジ
も
の
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
急

速
に
業
績
を
上
げ
、
今
後
も
増
加
す
る

見
通
し
で
す
。

畜
産
科
の
卒
業
で
花
だ
ん
苗
の
生
産

販
売
と
い
う
の
も
意
外
な
気
が
し
ま
す

が
、
卒
業
後
は
岐
阜
県
農
業
大
学
校
で

畜
産
を
学
び
、
父
親
の
経
営
す
る
母
豚

六
十
頭
規
模
の
養
豚
場
を
そ
の
ま
ま
継

い
だ
の
で
す
が
、
近
隣
に
住
宅
化
が
迫

る
な
ど
の
畜
産
業
へ
の
逆
風
や
、
農
産

物
だ
け
が
自
分
の
製
品
の
売
価
を
決
め

ら
れ
な
い
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
て
、
二

十
八
歳
の
時
に
愛
知
県
の
直
接
取
引
を

す
る
園
芸
家
に
弟
子
入
り
し
二
十
九
歳

で
起
業
。
そ
の
後
三
十
二
歳
で(

有)

岐
大
花
だ
ん
を
設
立
し
、
そ
の
後
は
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

で
規
模
拡
大
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
成
功
の
要
因
は
氏
の
本
流
を
通
ら

な
い
経
営
感
覚
、
そ
れ
は
既
成
の
農
産

物
流
通
で
は
な
く
直
接
取
引
の
開
拓
、

あ
る
い
は
農
業
を
し
な
が
ら
農
業
に
固

執
せ
ず
商
業
と
し
て
の
花
だ
ん
苗
生
産

で
あ
り
。
大
規
模
な
経
営
で
あ
り
な
が

ら
営
業
成
績
第
一
主
義
で
は
な
く
、
現

在
の
従
業
員
十
七
名
が
や
り
が
い
、
生

き
甲
斐
を
感
じ
ら
れ
る
会
社
に
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
で
従
業
員
の
作
品
が

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
評
価
を
受
け
た
り
、

消
費
者
と
の
対
話
が
出
来
た
り
す
る
と

い
う
方
法
で
の
物
作
り
の
達
成
感
を
持

て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
い
い
ま
す
。

今
後
は
独
自
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
立
ち

上
げ
、
花
の
情
報
と
交
流
を
中
心
と
し

た
も
の
を
計
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
所
氏
の
岐
大
花
だ
ん
の
新

た
な
展
開
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
同

窓
生
と
し
て
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

文
責

福
井
強
志)
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今
年
は
３
年
に
一
度
の
岐
農
祭
が
平

成
18
年
11
月
18
日(

土)

〜
19
日(

日)

の
二
日
間
に
渡
り
開
催
さ
れ
、｢

岐
農

の
伝
統
〜
届
け
地
域
へ
そ
し
て
未
来
へ｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
各
科
や
各
部
活
動

展
、
実
習
製
品
の
販
売
な
ど
多
く
の
お

客
様
で
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

こ
の
中
で
、
将
来
の
農
業
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｢

本
校
卒
業
生
と
語
る

日
本
の
農
業｣

が
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
執

行
部
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
の
で
、
こ

れ
を
紹
介
す
る
。

開
催
場
所
は

本
校
の
中
庭
で
、

11
月
18
日
午
後

か
ら
１
時
間
ほ

ど
、
真
剣
に
討

議
が
な
さ
れ
た
。

パ
ネ
ラ
ー
は
岐

阜
市
に
て
養
鶏

業
を
営
む
棚
橋
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司
氏

(

Ｈ
１

畜
産
科
卒)

、

北
方
町
に
て

ト
マ
ト
の
栽

培
を
す
る
大

野
裕
氏

(

Ｈ

９
農
業
科
卒)

。

本
巣
市
に
て

キ
ュ
ウ
リ
の

栽
培
を
す
る
高
田
政
人
氏(
Ｈ
９
農
業

科
卒)

。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
酒
井
貞
明

氏(

岐
阜
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

技
術
主
査)

本
校
の
参
加
し
た
生
徒
は
、
佐
野
健

介
君(

２
年
動
物
科
学
科
・
両
親
が
伊

自
良
に
て
養
豚
を
経
営)

、
宮
田
将
成

君

(

２
年
動
物
科
学
科)

、
大
野
景
子

さ
ん(

流
通
科
学
科
・
両
親
が
イ
チ
ゴ

農
家)

、
司
会
者
は
、
豊
田
真
理
さ
ん

(

園
芸
科
学
科
２
年)

市
橋
あ
づ
み
さ

ん(

生
物
工
学
科
２
年)

討
議
内
容
は
、
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
食
料
生
産
ま
で
幅
広
く
取
り
扱
い
、

自
営
者
だ
か
ら
聞
け
る
生
の
意
見
を
吸

収
し
、
農
業
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ

た
１
時
間
で
あ
っ
た
。

●
訃

報

恩
師

富
田

豊

平
成
19
年
１
月
22
日

ご
逝
去

伊
藤

久
二(

昭
39

農
卒)

平
成
17
年
11
月
29
日

ご
逝
去

小
川

求(

昭
46

林
卒)

平
成
18
年
５
月
17
日

ご
逝
去

｢

県
高
校
新
人
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
優
勝｣

２
月
４
日
に
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン

タ
ー
に
て
、
岐
阜
県
高
校
新
人
大
会
兼

東
海
高
校
新
人
大
会
県
予
選
が
行
わ
れ
、

決
勝
リ
ー
グ
最
終
戦
を
岐
阜
総
合
学
園

高
校
相
手
に
、
75
対
68
で
勝
ち
優
勝
し

た
。
こ
の
大
会
で
六
年
ぶ
り
の
優
勝
で

あ
り
、｢

堅
実
な
攻
め
、
古
豪
復
活｣

と
い
う
見
出
し
で
地
元
新
聞
に
も
大
き

く
紹
介
さ
れ
、
来
年
度
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
に
向
け
て
弾
み
を
つ
け
る
こ
と

が
出
来
た
。

こ
の
優
勝
で｢

会
場
は
多
く
の
生
徒

職
員
そ
し
て
保
護
者
の
方
に
応
援
を
頂

き
ま
し
た
。
特
に
、
野
球
部
や
バ
レ
ー

部
な
ど
の
運
動
部
員
の
応
援
も
あ
り
、

選
手
が
力
を
だ
せ
ら
れ
た
の
も
応
援
の

お
か
げ
で
す
。｣

と
小
野
監
督
。｢
大
勢

の
歓
声
が
あ
っ
た
の
で
、
平
常
心
を
保

て
た
。
優
勝
は
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
。｣

と
県
大
会
の
最
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
た

小
栗
寛
道
主
将
は
語
っ
た
。

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
が

愛
媛
県
に
て
開
催
さ
れ
、
農
業
鑑
定

競
技
会
と
家
畜
審
査
競
技
会
に
参
加
。

結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

農
業
鑑
定
競
技
会

最
優
秀
賞

畜
産
の
部

２
年
動
物
科
学
科

岩
佐

肇

優
秀
賞

園
芸
の
部

３
年
流
通
科
学
科

三
浦
亜
耶
乃

２
年
園
芸
科
学
科

林

愛
望

優
秀
賞

林
業
の
部

３
年
森
林
科
学
科

守
屋

徹
郎

優
秀
賞

食
品
科
学
の
部

３
年
食
品
科
学
科

久
米

里
穂

３
年
生
物
工
学
科

宇
野

雄
太

家
畜
審
査
競
技
会

優
秀
賞

３
年
動
物
科
学
科

杉
山
紗
梨
江

こ
の
中
で
、
畜
産
の
部
で
２
年
動
物

科
学
科
岩
佐
肇
く
ん
が
最
優
秀
賞
を
受

賞
。
最
優
秀
賞
は
、
農
業
鑑
定
競
技
会

と
し
て
は
平
成
16
年
度
に
小
栗
実
君
が

受
賞
、
意
見
発
表
会
で
平
成
17
年
度
に

吉
川
真
理
さ
ん
が
受
賞
。
全
国
大
会
最

優
秀
賞
受
賞
は
三
年
連
続
と
な
る
快
挙
。

次
に
、
受
賞
後
の
喜
び
の
声
を
紹
介
す

る
。

農
ク
全
国
大
会

農
業
鑑
定
競
技
の
部

｢

最
優
秀
賞｣

を
受
賞
し
て

動
物
科
学
科

２
年

岩
佐

肇

今
回
の
全
国
大
会
で
は
目
標
通
り
最

優
秀
賞
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
お
世
話

に
な
っ
た
先
生
方
や
先
輩
方
に
は
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

今
回
こ
の
よ
う
な
成
績
を
残
す
こ
と

が
出
来
た
の
は
、
自
分
自
身
が
農
鑑
の

学
習
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
農
鑑
は
教
科
書
を
作
る

の
も
学
習
会
も
、
す
べ
て
生
徒
が
中
心

と
な
っ
て
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生

徒
自
身
の
や
る
気
と
工
夫
次
第
で
、
自

分
た
ち
の
力
を
ど
こ
ま
で
も
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
、
ま
た
楽
し
み
な
が
ら
学
習

で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
農
鑑
の
資
料
、
写
真
、

実
物
な
ど
を
集
め
る
こ
と
や
実
際
に
農

家
に
見
学
に
行
く
こ
と
な
ど
は
、
先
生

方
の
ご
協
力
な
し
で
は
で
き
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
一
年
生
の
時
僕
に
農
鑑

を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
先
輩

に
は
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

来
年
か
ら
は
上
級
生
と
し
て
、
僕
た

ち
が
一
年
生
・
二
年
生
を
指
導
す
る
立

場
に
な
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
た
ち

に
農
鑑
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

ま
た
自
分
自
身
も
全
国
大
会
２
連
覇
を

目
指
し
て
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド

｢

ウ
ィ
ル
ド
リ
ー
ム｣

の
披
露

１
月
25
日
に
、
馬
の
飼
育
技
術
向
上

と
馬
術
同
好
会(

平
成
19
年
度
か
ら
馬

術
部)

の
た
め
に
、
乗
馬
用
の
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
が
導
入
さ
れ
お
披
露
目
が
さ
れ

た
。
馬
は
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
馬
術
部

の
乗
用
馬
と
し
て
岐
南
町
の
タ
ケ
ナ
カ

フ
ァ
ー
ム
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

本
校
が
購
入

し
た
。

｢

ウ
ィ
ル
ド

リ
ー
ム｣

と

名
付
け
ら
れ
、

し
な
や
か
な

走
り
に
生
徒

た
ち
は
胸
を

躍
ら
せ
て
い

た
。
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演
劇
部
！
文
部
科
学
大
臣

最
優
秀
賞
受
賞

平
成
18
年
12
月
24
日
〜
28
日
、
瑞
穂

市
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
第

五
九
回
中
部
日
本
高
等
学
校
演
劇
大
会

で
、
演
劇
部
が
な
ん
と
最
優
秀
賞
で
あ

る
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

来
年
の
夏
、
島
根
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
を
決
め
た
の
で
す
。
こ

れ
は
、
中
部
地
区
六
県
で
三
○
○
校
以

上
に
も
の
ぼ
る
加
盟
校
の
中
、
４
年
連

続
で
今
大
会
に
出
場
し
、
す
べ
て
入
賞

し
て
い
る
の
は
、
岐
阜
農
林
高
校
の
み

と
い
う
、
す
ば
ら
し
い
快
挙
と
な
り
ま

し
た
。
舞
台
監
督
を
務
め
た
、
生
物
工

学
科
三
年
西
垣
裕
輝
君
は
、｢

で
き
る

こ
と
を
精
一
杯
頑
張
っ
て
き
た
の
が
報

わ
れ
て
う
れ
し
い
。
僕
た
ち
は
卒
業
す

る
け
ど
、
中
部
の
代
表
と
し
て
頑
張
っ

て
ほ
し
い｣

と
後
輩
に
エ
ー
ル
を
送
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

運
動
系
部
活
動

◎
陸
上
部

[

岐
阜
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会]

男
子
400
ｍ
Ｈ

中
島

徳
彦
3Ｄ

３
位

男
子
1500
ｍ

吉
村

勝
3Ｅ

４
位

男
子
走
り
高
跳
び

杉
山

公
宏
1Ｄ

５
位

[

岐
阜
県
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会]

山
田
・
恩
田
・
森
瀬
・
藤
原
・

飛
田
・
高
橋
・
吉
村

記
録

２
時
間
29
分
51
秒

第
14
位

[
瑞
穂
・
本
巣
・
北
方
駅
伝
競
走
大
会]

男
子
総
合
優
勝

岐
阜
農
林
Ａ

藤
原
・
森
瀬
・

吉
村
・
飛
田
・
山
田
・
栗
山

記
録

１
時
間
21
分
26
秒

一
般
高
校
女
子
優
勝

岐
阜
農
林
ク
ラ
ブ

千
賀
・
高
橋
・

松
井
・
浅
井

記
録

53
分
44
秒

[

岐
阜
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

駅
伝
競
走
大
会]

男
子
の
部

藤
原
・
山
田
・
飛
田
・
和
田
・

森
瀬
・
栗
山

記
録

１
時
間
15
分
50
秒

第
３
位

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
子

[

岐
阜
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会]

〈
決

勝
〉

本
校

88
対
97

岐
阜
総
合

準
優
勝

[

岐
阜
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会]

〈
準
決
勝
〉

本
校

86
対
97

美
濃
加
茂

第
３
位

[

岐
阜
県
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会]

〈
決
勝
リ
ー
グ
〉

本
校

78
対
57

斐
太

本
校

97
対
67

大
垣
南

本
校

75
対
68

岐
阜
総
合

優
勝(

３
勝)

[

岐
阜
県
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会

岐
阜
地
区
予
選]

〈
決

勝
〉

本
校

70
対
58

岐
阜
総
合

岐
阜
地
区
１
位
で
県
大
会
へ

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

女
子

[

岐
阜
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会]

〈
１
回
戦
〉

本
校

53
対
41

済
美

〈
２
回
戦
〉

本
校

41
対
57

加
納

２
回
戦
敗
退

[

岐
阜
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会]

〈
１
回
戦
〉

本
校

55
対
74

郡
上

１
回
戦
敗
退

[

岐
阜
県
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会

岐
阜
地
区
予
選]

〈
１
回
戦
〉

本
校

42
対
66

長
良

１
回
戦
敗
退

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子

[
岐
阜
県
高
等
学
校
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
・
岐
阜
地
区
大
会]

〈
２
回
戦
〉

本
校

２
対
１

岐
阜
北

県
大
会
出
場

[

岐
阜
県
高
等
学
校
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会]

〈
１
回
戦
〉

本
校

０
対
２

恵
那
農
業

１
回
戦
敗
退

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子

[

岐
阜
県
高
等
学
校
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
・
岐
阜
地
区
大
会]

〈
２
回
戦
〉

本
校

２
対
１

市
岐
阜
商

県
大
会
出
場

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

[

岐
阜
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会]

〈
決

勝
〉

本
校

０
対
８

岐
阜
女
子

準
優
勝

[

岐
阜
県
高
等
学
校
新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
・
岐
阜
地
区
大
会]

〈
決

勝
〉

本
校

０
対
１

岐
阜
女
子

県
大
会
出
場

[

岐
阜
県
高
等
学
校
新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会]

〈
準
々
決
勝
〉

本
校

０
対
４

多
治
見
西

ベ
ス
ト
８

◎

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子

[

岐
阜
県
高
等
学
校
新
人
大
会
・
団
体]

〈
３
回
戦
〉

本
校

０
対
２

美
濃
加
茂

ベ
ス
ト
16

[

岐
阜
・
中
濃
地
区
高
校
室
内
大
会]

2Ａ
井
藤
・
2Ｎ
三
島
組

ベ
ス
ト
４

◎

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

女
子

[

岐
阜
県
高
等
学
校
新
人
大
会
・
団
体]

〈
準
々
決
勝
〉

本
校

１
対
２

県
岐
阜
商

ベ
ス
ト
８

[

岐
阜
県
高
等
学
校
新
人
大
会
・
個
人]

〈
３
回
戦
〉

江
隈
・
川
瀬

０
対
４

中
津
商

ベ
ス
ト
16

[

岐
阜
県
高
校
選
抜
室
内
大
会
・
団
体]

〈
Ａ
リ
ー
グ
〉

本
校

０
対
３

鶯
谷

本
校

１
対
２

岐
阜
各
務
野

本
校

２
対
１

県
岐
阜
商

ベ
ス
ト
６

[

岐
阜
県
高
校
選
抜
室
内
大
会
・
個
人]

〈
１
回
戦
〉

江
隈
・
川
瀬

４
対
０

高
山
西

江
隈
・
川
瀬

０
対
４

鶯
谷

ベ
ス
ト
16

◎
水

球

[

岐
阜
県
高
等
学
校
新
人
大
会]

〈
決

勝
〉

本
校(

大
垣
工
と
合
同
チ
ー
ム)

１
対
20

大
垣
東

◎
柔

道

[

岐
阜
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会]

〈
１
回
戦
〉

本
校

１
対
４

岐
阜
高
専

１
回
戦
敗
退

[

岐
阜
県
高
等
学
校
新
人
大
会
・
団
体]

〈
１
回
戦
〉

本
校

１
対
４

加
茂

１
回
戦
敗
退

[

岐
阜
県
高
校
柔
道
新
人
大
会

岐
阜

地
区
予
選]

60
㎏
級

1Ｆ
植
野

大
樹

３
回
戦
敗
退

(

ベ
ス
ト
８)

1Ｄ
林

脩
二

１
回
戦
敗
退

1Ｄ
高
橋

秀
明

２
回
戦
敗
退

81
㎏
級

1A
臼
井

竜
馬
・
1A
小
塩

和
也
・

1D
棚
瀬

将
成

１
回
戦
敗
退

◎
剣

道

[

岐
阜
県
高
等
学
校
新
人
剣
道
大
会]

〈
１
回
戦
〉

本
校

１
対
２

大
垣
東

１
回
戦
敗
退

[

全
国
高
等
学
校
選
抜
剣
道
大
会

岐

阜
県
予
選]

〈
３
回
戦
〉

本
校

０
対
５

中
京

ベ
ス
ト
16
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文
化
系

◎
書

道

[
全
日
本
高
等
学
校
書
道
公
募
展]

特

選

3A
岡
田
恵
里
加

金

賞

3D
川
地

三
希

2H
野
田

明
里

[

瑞
穂
市
美
術
展

書
・
高
校
生
の
部]

市
展
賞

2F
関
谷

英
恵

教
育
長
賞

3D
川
地

三
希

奨
励
賞

3A
岡
田
恵
里
加

2A
飯
田
カ
ル
ラ
・
2H
長
屋

有
紀

1F
今
瀬

依
美

[

高
校
総
合
文
化
祭

書
道
展

共
同

作
品
部
門]

優
秀
賞｢

地
球
そ
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｕ｣

[

国
際
高
校
生
選
抜
書
展]

入
選

3Ｄ
川
地
三
希
・
2Ｈ
林

愛
望

[

羽
島
市
美
術
展

青
年
の
部

書
部
門]

優
秀
賞

3Ｄ
坪
井
宏
美

秀
作
賞

2Ｎ
安
藤
美
貴
・
1A
坂
田
真
央

◎
放

送

[

岐
阜
県
高
校
総
合
文
化
祭]

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

第
２
位

◎
科

学

[

岐
阜
県
児
童
生
徒
科
学
作
品
展]

入

選

｢

生
木
樹
皮
上
の
変
形
菌
の

種
と
生
態
を
探
る｣

[

岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

自
然

科
学
系
部
活
動
研
究
発
表
会
・
交
流
会]

奨
励
賞｢

金
華
山
の
変
形
菌
調
査
３

林
相
の
違
い
と
倒
木
に
発
生
す
る
菌
の

種
の
関
係
に
つ
い
て｣

奨
励
賞｢

生
木
樹
皮
上
の
変
形
菌
の
種

と
生
態
を
探
る｣

◎
演

劇

[

岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

演

劇
部
門]

最
優
秀
賞(

教
育
委
員
会
賞)
[

中
部
日
本
高
等
学
校
演
劇
大
会]

最
優
秀
賞(

文
部
科
学
大
臣
賞)

全
国
高
等
学
校
演
劇
大
会(

島
根
県)

に
出
場

◎
吹
奏
楽

[

岐
阜
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト]

銀
賞

金
管

六
重
奏(

安
田
・
服
部
・

福
井
・
安
田
・
笠
井
・
石
田)

銀
賞

打
楽
器

六
重
奏(

岡
庭
・
柳

原
・
河
村
・
北
野
・
辻
・
中
川)

銅
賞

フ
ル
ー
ト

三
重
奏(

笠
井
・

吉
田
・
櫻
井)

銅
賞

フ
ル
ー
ト

三
重
奏(

今
瀬
・

近
藤
・
松
波)

銅
賞

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

四
重
奏(

小

林
・
高
橋
・
佐
野
・
福
地)

銅
賞

サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
六
重
奏(

佐
々

木
・
松
本
・
青
山
・
藤
吉
・
松

田
・
中
村)

銅
賞

金
管

六
重
奏(

伊
藤
・
井
森
・

福
田
・
井
尾
・
田
村
・
河
島)

◎
写

真

[

岐
阜
県
高
校
写
真
コ
ン
テ
ス
ト]

最
優
秀
賞

1A
田
中

美
帆

奨
励
賞

3H
若
原

由
美

3F
大
原

沙
織

2F
酒
井
満
理
子

[

第
４
回
瑞
穂
市
美
術
展]

市
展
賞

2B
市
橋
あ
づ
み

入

選

2B
鎌
倉
由
歩

2B
山
岸
志
帆

[

岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
写
真
展]

最
優
秀
賞

3F
大
原

沙
織

奨
励
賞

3H
森
崎

翔
子

2N
山
下

真
平

2F
酒
井
満
理
子

1B
堀

高
生

[

第
38
回
羽
島
市
美
術
展
青
年
の
部]

市
展
賞

1A
山
科

香
織

優
秀
賞

1B
堀

高
生

入

選

2B
モ
ー
ガ
ン
ガ
ル
ド

1Ｄ
後
藤

花
野

1A
田
中

美
帆

1A
山
科

香
織

1F
平
岡
保
那
美

今
年
も
卒
業
式
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
の
若
者
像
は
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
で
も
い
ろ
い
ろ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
元
気
よ
く
巣
立
っ
て
く
れ

る
と
良
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

今
回
の
記
事
の
中
で
、
太
平
洋
戦
争

ま
っ
た
だ
中
の
二
十
年
卒
と
い
う
記
事

を
３
回
に
渡
り
シ
リ
ー
ズ
で
と
提
供
し

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
最
後
に
、｢

部

活
で
先
輩
に
は
厳
し
く
し
ご
か
れ
た
が

愛
校
精
神
も
こ
ん
な
シ
ゴ
キ
や
い
じ
め

の
中
で
培
わ
れ
た
よ
う
で
懐
か
し
い｣

と
あ
り
ま
す
。
社
会
の
情
勢
を
考
え
る

と
、
現
代
の
若
者
に
は
、
こ
の
言
葉
の

意
味
が
理
解
で
き
な
い
者
も
少
な
く
な

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
是
非
、
こ
の
言

葉
の
意
味
の
理
解
で
き
る
若
者
を
一
人

で
も
多
く
世
に
送
り
た
い
と
願
う
ば
か

り
で
す
。
け
れ
ど
、
冷
静
に
考
え
て
み

れ
ば
、
私
も
二
児
の
父
親
で
す
が
、
青

木
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
、｢

ま
だ
ま
だ

分
か
っ
て
な
い
な｣

と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
親
の
世
代
こ
そ
、

深
く
理
解
す
る
べ
き
言
葉
で
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
愛
校
精
神
も
、
今
か
ら

思
え
ば
、
や
っ
と
芽
生
え
た
ば
か
り
、

母
校
の
た
め
に
精
一
杯
努
め
さ
せ
て
も

ら
い
ま
す
。

青
木
さ
ん
の
シ
リ
ー
ズ
２
弾
目
の
記

事
も
ご
期
待
下
さ
い
。

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
新
人

大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。
同
窓
会
の
支

援
も
あ
り
韓
国
遠
征
の
効
果
が
あ
ら
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
同
窓
生
の
皆

様
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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